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はじめに

「骨太の方針」とは政府の財政政策の基本方針を定めたもので、年末の予算編成に向けて国が政策方針

を示すための文書のこと。過去、大蔵省（現在の財務省の前身）が握っていた予算編成の主導件を、首

相主導の予算編成や政策決定を実現させるために、ときの総理大臣小泉純一郎政権時に「経済財政諮問

会議」が設置されたのがはじまりといわれています（2001年）。

毎年６～７月頃に首相が同会議の議長を務めて議論が行われ、この議論を踏まえた内容が閣議決定され、

年末の予算編成、税制改正、翌年以降の法改正の指針となっていく重要な方針とされており、その正式

名称は「経済財政運営と改革の基本方針」といいます。

経済財政諮問会議 方針策定 各省庁による予算要求 予算案決定 国会審議
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過去にはどのよな方針がだされたのか

骨太の方針を議論する場である経済財政諮問会議が設置されたのは、小泉政権時代の2001年。発足か

ら20年が経過してきたなかで、実効性がありインパクトがあったものから、単なるパフォーマンス的

な掛け声倒れのものまで、様々な方針が打ち出されてきました。以下、主な題目には次のようなもの

がありました。

‘01年：郵政民営化の検討

‘02年：2010年代初頭に基礎的財政収

支（プライマリーバランス）黒字化

‘03年：社会保障制度改革、会社法改正・合同会

社（LCC）設立

‘04年：デフレからの脱却

’05年：郵政民営化

’06年：後発医薬品推進

’07年：道州制実現、社会保険庁解体

‘17年：働き方改革

‘18年：全世代型社会保障改革の一体的取

組み

‘19年：Society5.0時代に相応しい取組み

’20年：グリーン化投資の取組み

’21年：新興感染症拡大への対応と機動的かつ弾

力的な政策運営
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2022年度の方針ってどんなもの？ 1/6

どこかでみたことがあるようなスライド構成です。
このような場合、優先順位/重要度高のものが上
位にくることは診療報酬改定議論をみてきた私た
ちにはすぐ飲み込めそうです。

まずは当面起きている資源高＋円安による物価高
等に対する緊急対策を最優先としつつ、岸田政権
のKey Word「新しい資本主義」を実現させるた
めに取り組んでいくべき内容が並んでいます。

一見すると医療介護分野が少ないように思われま
すが、科学・技術,イノベーションへの投資やDX
への投資といった、諸外国に比べて遅れている分
野への取り組み強化が謳われています。

また最重要課題であるコロナ禍のからの回復を確
かなものに、という部分では、公立公的病院にお
けるコロナ感染症の専用病床化、G-MIS等をデー
タを活用した医療体制の徹底的な可視化を進める
ことなどが盛り込まれています。
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2022年度の方針ってどんなもの？ 2/6

先のスライドでも触れた「コロナ禍からの回復」。

世界でも病床が多いといわれていた日本で、医療

提供体制が追い付かないといった反省から、国や

首長による権限の強化が行われていきそうです。

まずは公立公的病院に法律に基づく要求・要請を

前提として新型コロナウィスル感染症の専用病床

化は図るとともに、個別病院名を明らかにした病

床の確保を行い、感染拡大時には即応病床の増

床・使用率向上により確実に入院に繋げられる医

療体制を整備する方向が示されています。

この際威力を発揮するのがデジタル。発生届けを

FAXで送り、それを保健所職員が手入力すると

いった少し古びた電信技術から脱却し、医療DX

を推進し医療情報基盤を整理し、病床確保状況や

使用率、オンライン診療の実績などの「見える

化」を進める方向が示されています。 5



2022年度の方針ってどんなもの？ 3/6

デジタル化や脱炭素化という大きな変革の波のな

か、人口減少に伴う労働力不足にも直面する日本。

創造性を発揮して付加価値を生み出していく原動

力は「人」である、という背景から人への投資、

そして近年国際競争力が下降しているといわれて

いる科学技術・イノベーションへの投資、その他

スタートアップ企業への投資、脱炭素化取組みを

強化するためのグリーンDX、そしてDXへの投資

といった項目が並んでいます。

なかでも、電子カルテの普及がさらに進むなかで

起きているサイバーセキュリティ対策は私たちに

も身近な内容です。「システムを入れたらそれで

終わり」ではなく、目まぐるしく変化するデジタ

ルへの対応ということも、患者データを預かる私

たちにとって重要な関心ごとだと認識しています。
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2022年度の方針ってどんなもの？ 4/6

先進的な取組みを行おうというところから、こち

らは現実に起きている社会課題を解決するための

方向性を示唆する方針が並べられています。

ここでの関心ごとは共生社会づくりのなかで触れ

られている、認知症の人や家族に対する支援部分

というところでしょうか。

2025年問題を目前に控え、認知症罹患者は今後さ

らに増えることも懸念されます。しかし何かと手

がかかるのが認知症患者の特徴ですが、認知症と

いう疾患そのものへの一般の人々における理解は

十分ではないと感じます。

４月の診療報酬改定でも話題となったヤングケア

ラーの問題含め、これはら医療人として身近な課

題であるとともに、本課題克服のヒントを多く有

しているのが医療介護の現場で働く人々だと理解

しています。 7



2022年度の方針ってどんなもの？ 5/6

本章のテーマは国際環境の変化への対応というこ

とで、一見すると大きなテーマで関係ないとも感

じてしましますが、介護人材においては近い将来、

外国人材との協働はすぐ隣にある現実ではないか

と感じています。

元来国際的にも低い評価だった技能実習制度は、

コロナ禍という特殊環境下で、一部その未成熟度

を白日の下に晒す格好となってしまいました。

経営レベルでは突然の解雇や、従業員レベルでの

技能実習生への暴行など聞くに堪えないニュース

が今も多く聞かれています。

人の配置により評価が分かれる医療介護の世界に

あって、人の問題は大きな課題です。制度の理解、

とくに現場レベルでは外国人への理解（言葉・文

化・宗教等）が求められるのではないでしょうか。8



2022年度の方針ってどんなもの？ 6/6

最後は中長期的な視点での課題認識があげられてい

ます。

サステナブル(Sustainable)＝持続可能は、

SDGs(Sustainable Development Goals)の最初にも

登場する単語ですが、従来単年度主義的性質が強い

予算の弊害を是正するため、将来に渡る効果を見据

えた動的思考を活用していこうという方向がここに

示されています。

そしてここでも「医療DX」が取り上げられていま

す。もう「デジタルには疎いから～」などとは言っ

ていられない状況がそこまできているように感じま

す。

専門職としての知識技術を基礎としつつ、世界の流

れに歩調を合わせていくのは大変な作業かもしれま

せんが、その先にはどんな未来があるのか。これか

らを開いていくのが、我々なのかもしれません。9



経済財政運営と改革の基本方針 本文Topic 1/6

新型コロナ感染症の感染拡大は世界の経済活動に大きな影響をいまも与えています。日本は世界に比べてベッドの数が多いといわれていたわりには、入

院確保が難しくなるといった矛盾が露呈したことは社会的にも大きなインパクトを残しました。今年度の骨太の方針では、公立公的病院に法律に基づく

要求、要請を行い専用病床を確保すること（左上から４行目～）や、感染症の危機対応を迅速に進めるための司令塔機能を強化する（左下から３行目）

といったことが盛り込まれています。この司令塔については6/17に「内閣感染症危機管理庁」の設置が決定されています。
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経済財政運営と改革の基本方針 本文Topic 2/6

DXへの投資は医療介護に限らず、あらゆる分野で進める方向性が示されていま

す。医療におけるデジタル領域でいえば、大病院ではない病院の電子カルテがサ

イバー攻撃の被害を受けたことは衝撃的でした。

小さな医療機関では、院内関係者とのメールのやり取りにマイクロソフトの

outlookを使うのをやめ、LINE WORKSに切り替えるところもでてきています。

サイバーセキュリティ対策は今後の大小に関わらず検討が必要なのかもしれませ

ん。少なくとも、デジタルリテラシーの意識を高める努力はしていく必要があり

そうです。
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経済財政運営と改革の基本方針 本文Topic 3/6

2025年を目前に控え、認知症対策はより重要度を増してくる気

配があります。といっても、診療報酬や介護報酬というところの

話しよりも、ここでは互助や共助といった領域で進めたいのでは

ないかと、最近の流れをみていると感じます。

ふだん自分たちの世界に住む私たちは気づきにくいのかもしれま

せんが、市井の人々と医療介護の世界で生きる人たちとでは、認

知症に対する理解や認識は大きく異なるのだと、最近身近な例で

感じさせられるシーンが増えてきたと感じています。

専門家たちに任せればそれでOK、というこ

とではなく、より多くの人が認知症をはじ

め、障害を持つ人等への理解を進めること

が、多様性、共生社会のベースをつくる鍵

だと理解しています。
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経済財政運営と改革の基本方針 本文Topic 4/6

2025年以降下りはじめる労働人口。建築や製造、農業や介護と

いった多くの分野で人手不足が懸念されていますが、皆さんの実

感はいかがでしょうか。高度外国人材の受入れといっても、これ

までのように穴埋め的な採用を続けるという姿勢では、この問題

はなんの解決もないと理解しています。私たちの意識を変えてい

くことがこの領域では必要だと認識しています。

出所：2025年までの経済社会の構造変化と政策課題について（j平成30年９月経済産業省）
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経済財政運営と改革の基本方針 本文Topic 5/6

社会保障の負担については、とくに後期高齢者世帯において応能負担が言われて久しくなっています。コロナ禍で保険者の財源は確実に苦しくなってい

ることは想像に難くありません。聞いたところでは、ある地域にある広域連合の２年ほど先の解散が決まっているといいます。コロナ禍で補助金を吐き

出したことで、基金の積み立てなども少なくなるなど財政状態は決してバラ色ではありません。

社会保障制度の在り方が今のままで良いはずはなく、行く先を注視していくことしかできませんが、変化への対応の準備はしておく必要がありそうです。
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経済財政運営と改革の基本方針 本文Topic 6/6

PHR(Personal Health Record)が共有されない限り、DXの推進はど

こか片手落ちになると感じてしまいます。そのためにもマイナン

バーカードの普及、電子カルテの標準化は進めたいところだと認識

できます。本項ではリフィル処方のことや歯科検診のことなど多く

のことが盛り込まれており、こうしたことが“総花的”といわれる所

以なのかもしれません。 15



まとめにかえて

骨太の方針発表は毎年多くの人が注目しているので、少しネットを検索すれば多様な解
説に触れることができます。とくに今年はロシアとウクライナ問題が発端となったエネ
ルギー問題、食糧危機への波及の懸念、サプライチェーンの混乱に加え、欧米が金利政
策を引き締めに動いたことで、円安がいまもまさに進行していることから、例年に比べ
てより注目を集めたように思います。

ここまでみてきたように、これらの方針により予算が決まることを鑑みると、この骨太
の方針が重要なガイドになることが理解できます。

安全保障は医療介護とは対極にあるのかもしれませんが、限られた予算を国の運営のな
かで配分していく考え方は、規模は違えど診療報酬の増減配分と考え方に大きな相違は
ありません。国がどのようなことを考えているか、１年に一度、政治に関心を寄せてみ
るのも良い機会かもしれません。
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